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筑波大学医学系技術室（組織標本作製室） 

概要  
組織標本作製室は、1977年（昭和52年）に筑波大学医学系の研究用組織標本作製のために、共同利用施設として設けられた。 
組織標本とは、人体・実験動物などを形態学的に観察、特に顕微鏡による微細構造の観察をするために必要とされているものである。 
今回は、組織標本の作製方法と組織標本作製室について紹介する。 

はじめに  
組織の形態学的観察、とりわけ顕微鏡による微細構造の観察が、医学の研究に果たした役割は大きい。病変部位の特定とその異常構造の正確な把握は、医学研

究において、広い分野で要求される重要事項である。微細構造の異常より病気の概念や発病のメカニズムを知ることができる。 

組織標本作製室では、顕微鏡用標本を作製し、教官、学生への研究・教育支援を行っている。 

組織標本作製の手順  
臓器、組織を薄く切り、スライドグラスに貼り付けたものを組織標本という。 

組織標本は、切出し→固定→脱水・脱脂→パラフィン包埋→薄切→染色 という工程で作られている。 

組織標本作製室
の設備について   

切出し 
ラミナーテーブル 
（HD-01 KOKEN） 

包埋 
密閉式自動脱水包埋装置(3台) 
(ｻｸﾗﾌｧｲﾝﾃｯｸ、ライカ) 

利用状況について  
設立当初は、医学系の組織標本を大量に必要としている部門のみが対象であったが、教官、学生の要望によ

り、すぐに医学系全体から組織標本作製を請け負う共同利用施設となった。さらに、平成８年からは応用生

物化学系、その後も体育学系、生物学系など、医学系外からの依頼組織標本も作製している。 

昭和52年から平成23年までの33年間で、合計1,137,709枚の組織標本を作製している。 

作製枚数が増加したのは、利用者数が増えたことに加え、分子生物学、再生医学など、新しい分野の研究に

組織標本が利用される様になったことが一因であると考えられる。  

ま とめに  
旧来、国立大学では、研究室ごとに組織標本作製のための技術者や設備などに多額の費用をかけてきた。筑

波大学では組織標本作製室があるため、個々の設備をそろえる必要がなく、簡単に美しい組織標本を手にす

ることができるようになった。また、専属の技術職員を配置しているため、標本の質は安定しており、コス

ト面では消耗品の原価とほぼ変わらない料金で標本を提供している。 

このように、組織標本作製室は教官、学生の研究・教育へ支援を行っている。今後も大学全体の研究・教育

支援の一端を担っているという意識を常に持ち、日常業務の遂行に努めていきたい。 

標本総枚数(染色＋未染色) 

1 切出し 

•組織標本を作製するには、臓器を適度な大きさに切り、目的に応じた固定液に浸漬する。（標本ビンや15 mlチューブ、50 

mlチューブ等を使用。） 

•組織片は当方で検体ごとにナイロンメッシュ袋や、金属製のかごと呼ばれる容器に移し替える。 

2  固定 

•固定中、組織片が大きい場合、不要なところがあれば切除し固定が円滑に進むようにする。 

•固定時間は、組織の種類、大きさ、固定液の種類にもよるが、10％中性緩衝ホルマリン場合は48時間、４％パラホルムアル

デヒド・PBSの場合は12～24時間を目安にしている。 

3  脱水 

・脱脂、包埋 

4  薄切 

•ミクロトームを用いてパラフィンブロックを切削し、染色、未染色に適した厚さの切片を作製することを薄切という。 

•薄切したパラフィン切片はいったん水に浮かべた後、スライドグラスに乗せ、55～60℃の伸展板上で伸張させる。この時、

剥離防止のために特殊なコーティングが施されたスライドグラスを使用する。 

•その後、染色過程での剥離防止のため、45℃の乾燥機に一晩入れ、次の染色へと進む。 

薄切 
ミクロトーム ２台。リトラトーム １台。 
(大和光機) 

5 染色 

 

•染色を行う前に、スライドグラス上の切片のパラフィンを取り除く。（脱パラフィン操作） 
 

 

 

 

•上記作業の後、染色を行う。（HE染色、PAS染色など。） 

•染色終了後、エタノール・キシレンを通して脱水・透徹し、封入剤を用いてカバーグラスを被せ、標本が完成する。 

 

キシレン 

パラフィンを除去 

エタノール 

キシレンを除去 

水 

エタノールを除去 

封入作業場 

料金表 

脱水、脱脂 

固定後、組織片を水道水で洗浄し、70%
エタノールに浸ける。 

70%エタノールに8時間～一晩は浸漬し、
次の高濃度のエタノールに移す。 

パラフィンへの置換 

自動脱水包埋装置でパラフィンへ
置換される。 

エタノール７槽、クロロホルム
（中間剤）３槽、パラフィン
（64℃）４槽の順で運転している。 

完成した標本 

脱パラフィン系列 

HE染色系列 

ﾊﾟﾗﾌｨﾝﾌﾞﾛｯｸ､ｶｾｯﾄ 

水面に浮かぶ切片 

包埋 

組織の観察したい面を下側にし
て包埋皿(トレー)に入れる。 

冷やし固めてから適当な大きさ
に切り、台木につける。もしく
は包埋用装置で樹脂製のカセッ
トに包埋する。 

切出し、固定の風景 


